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　この講座を受講されている中堅社員のみなさんは、社会人としての経験を積み、まさに

日々、ビジネスの第一線で活躍されていることでしょう。中堅クラスともなれば、自分の

仕事はできて当たり前、後輩のお手本はもちろん、メンバーをひっぱっていく存在として

周囲からの期待は高まる一方であり、求められる役割はとても幅広くなっています。

　ここで少し考えてみてください。

　入社当時は疑問に思っていたけれど、今は当たり前のように、特に疑問も持たずにやっ

ていること。また、自分の仕事のやり方だからと、かたくなにこだわりを持っていること。

やる前から、「まぁこんなものだろう」と見切りをつけていること。自分では努力している

つもりだから、このままやっていけば問題はないと思っていること。このようなことはあ

りませんか？

　確かにキャリアや経験は大切ですし、立派な財産です。しかし、それらに固執しすぎる

と、本質を見失います。本来見えていなければいけない問題、最優先で取り組むべき課題

に、気づけないことが多々あるのです。自分のやり方はこうだ！　これまでこの方法で来

たのだから貫くべきだ！　もしこのように考えることがあるのであれば、危険です。それ

では、急な変化や予想外の出来事に柔軟に対応することはできません。そしてこうした状

況は、知識や経験が増えれば増えるほど陥ってしまうものなのです。

　また、どんなに自分なりの方法にこだわって、自分なりに一生懸命努力していても、そ

れが会社の求めている方向、期待されている役割に沿っていなければ、努力の空回りで終

わってしまいます。いくら頑張っても評価にもつながらない、マイナスのスパイラルには

まってしまいます。

　この中堅社員研修講座の大きなコンセプトは、『価値創造型ビジネスパーソン』です。

価値創造型ビジネスパーソンとは、あらゆる状況で仕事の新たな価値を生み出し、質の

高い仕事ができる人のことです。これは、多くのビジネスパーソンに求められる問題発見・

問題解決のスキルだと言えます。

　問題を発見し、解決していくというステップは、まさにビジネスそのものです。ただし、

いま目に見えている問題や、与えられた問題を解決していくだけでは、本当の問題解決と

は言えません。まだ見えていない潜在的な問題を率先して発見して、解決するために行動

し、新たな価値を生み出していくという意味での問題解決力が必要とされているのです。
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そしてどんな問題でも、そもそも発見できなければ解決にも至りません。

　そのため、まずこの第１巻では、問題発見のための前提となる物事の考え方やとらえ方

を、ストーリーの中で学んでいきます。ケロピー？　小説？　これは一体何のテキストな

のかと思われる方もいるかもしれません。

　ですが、騙されたと思って、まず読んでください。このストーリーで何を言わんとして

いるのか、それぞれのエピソードではどのような教訓が含まれているのか、ケロピーを自

分にあてはめて、しっかりと自分で考えてみてください。「こういうところが大切です」、

「こういう意識を持ちましょう」と、ストレートに言うのは簡単です。しかし、これも問題

解決と同じで、何が重要なのかは自分で考え、自分で気づかなければ意味のないことなの

です。

　『自ら考える』　それがこの講座のコンセプトです。いったん、今ある自分の中の思考

の壁を取り払って、読み始めてみてください。



ケロピー
本編の主人公。オタマジャクシからカエルになったばかりの見習いハンター。歴代の優秀ハン
ターの家系なので、周囲から期待されている。素直な性格で、ハンターとしての才能はあるが、
今はまだ初心者レベル。一人前になるために、修行の旅に出る。

登場人物紹介

デメック
ケロピーの修行の旅に同行する指導教官。ハンターとして最高の腕前であることの証明である
マスターの称号を、記録的な若さで得た実力を有する。時には厳しく、時には優しく、ケロピ
ーを一人前のハンターに育てていく。

老師
ハンター組織の最高位を務めている長老。歳をとっているが、ハンターとしての実力は衰える
ことを知らない。マスターの中のマスターとして、マスターたちを指導する立場にある。ケロ
ピーに、修行の旅に出ることを命じる。

フロッガー
デメックの同僚であり、マスターの称号を持つハンター。デメックと同様、見習いハンターの
指導教官を務めている。

ピョンスキー
フロッガーが指導している見習いハンター。ケロピーの少し後輩にあたる。

ミツバチ
ある特殊な飛び方をすることで、蜜のありかを仲間に教え合う習性を持っている。その飛び方
の秘密を解き明かすことが、ハンターたちの修行の旅における重要な課題の一つ。

蛇
ケロピーたちにとっての最大の天敵。他にも鳥などの天敵が数多くいるが、その中でも圧倒的
に恐れられている最強最悪の存在。
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　草の陰に身を潜め、微動だにせず、目の前の獲物だけに意識を集中する。まだだ。まだ、

間合いに入っていない。もう少し近づかなければ、届かない。獲物に気づかれないように、

ゆっくりと慎重に一歩近づく。間合いに入った。今だっ！

　跳びかかった彼の身体の先端が、獲物を捕らえたかに見えた。しかし、一瞬早く、獲物

は彼の攻撃をかわし、空のかなたに逃げていった。

　彼は、プロのハンターだ。客から依頼された獲物を捕らえることが、彼の仕事である。

しかし、今日はまだ、一匹も捕らえていない。しかも正確に言えば、今日は、ではなく、

今日も、だ。

「また手ぶらじゃな」

「申し訳ありません、マスター」

　彼は結局、一匹も獲物を捕まえられないまま、沼地の脇に設置されているベースキャン

プに戻った。そして今、年老いた師匠から呆れはてた目で見られている。彼は、まだ修行

中の見習いハンターなのだ。

「ケロピー、お前の意識は、分散しておる。だから、たかがモンシロチョウ一匹も捕まえ

られんのじゃ」

　ケロピーというのが、彼の名前である。彼は、代々優秀なハンターを輩出してきた家系

の出身だ。そのため、カエルになってすぐに、プロになるための修行を始めることになっ

た。彼がオタマジャクシからカエルになって、既に３ヶ月が経過している。３ヶ月という

時間は、カエルにとっては短くない。そろそろ一人前になってもいい頃である。しかも彼

は、名門の出だ。だから老師も、ケロピーには特に目をかけているのである。

「お言葉ですが、マスター」

「ん？」

「僕にはまだ、モンシロチョウは無理です」

「若きハンターよ、よく聞くが良い。無理だと思う心が、物事を無理にするのじゃ。何度

も教えたように、狩の基本は、心の中に成功のビジョンを明確に思い描くことじゃ」

「確かに、その教えは何度も聞きました。でも、そんな抽象論では、モンシロチョウは捕

まえられませんよ。もっと具体的な技を教えていただけませんか？」

「技は、道具に過ぎん。技を正しく使うためには、正しい心を持つことが必要なのじゃ。

お前の心は、物事の表面しか見ておらん」

「マスターのおっしゃりたいことは、理解しているつもりです。でも……」
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「でも？　お前は、そうやってすぐに口ごたえをする。そういうことじゃから、狩の腕が

上がらんのではないか？」

「……はい」

「ふん。外に出よう」

　老師はそう言って、ベースキャンプの外に足を向けた。すぐにケロピーも後を追う。と

言っても、老師はよぼよぼと頼りない足取りなので、慌てる必要はない。むしろ、あえて

ゆっくりと歩かなければならないくらいだ。

　しばらく歩いて沼のほとりまで来ると、そこで老師は足を止めた。そして、それっきり

黙ってじっとしている。ケロピーは、老師が何か言い始めるのを待ってみたが、黙ったま

まだ。

「あの……」

「しっ」

　ケロピーが声をかけようとした途端、老師に鋭く遮られた。そして、老師はまた、その

まま無言になった。しかも、身じろぎ一つしない。さらに、よく見ると目をつむっている。

ケロピーは声をかけたかったが、老師から黙っているように言われたので、仕方なく黙っ

ていることにした。

　沼のほとりは、とても静かだ。先ほどまでは、自分と老師の足音が聞こえていたが、そ

れがなくなった今、何の音も聞こえない。いや、そうではない。黙ったままじっとしてい

ると、色々な音が聞こえてきた。沼のほとりには、カエルの他にもたくさんの生き物がい

る。それに、植物も多い。それらが立てるわずかな音が、たくさん聞こえるのだ。

　ケロピーが、ぼんやりとそんなことを思い始めた時、すぐそばでシュッという音がした。

その音に我に返ったケロピーが老師の方を見ると、その口には大きなトンボがくわえられ

ていた。トンボは飛ぶスピードが速いので、モンシロチョウよりも捕まえるのがはるかに

難しい。ケロピーには、どんなにがんばっても捕まえることはできない。それなのに老師

は、先ほどと全く同じ姿勢で、目もつむったままで捕まえてしまった。

　どうやって捕まえたんだ？　ケロピーがそう思っていると、老師はトンボを飲み込みな

がら、目を開けてケロピーの方を見た。

「ケロピーよ」

「はい、マスター」

「お前より動きの遅いわしでも、トンボを捕まえることができる。これが、心の力じゃ」
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「しかし、どうやって」

「心の中に成功のビジョンを思い描くのじゃ。そうすれば、心が力を与えてくれる。じゃ

が、お前は心の力を信じておらん」

「どうしたら、心の力を信じられるようになれるんでしょうか？」

「お前は自分がトンボを捕るところを、明確に思い描くことができるか？　ん？」

「やってみます」

　ケロピーは目を閉じて、トンボを捕まえることをイメージし始めた。トンボは、とてつ

もなく速い。だから、こちらはさらに速く動かなければならない。ケロピーは、思いっき

り速く跳びかかる自分を想像した。しかしトンボは、ケロピーが動いた瞬間に飛び去って

行った。ケロピーは意識を集中して、もっと速く跳びかかることを想像した。姿勢を整え、

後ろ足に力を込める。そして、一気にジャンプする。でも、やっぱりトンボよりも速く動

くことはできなかった。もう一度、想像し直す。今度は、トンボが速く動かないように想

像してみた。今ケロピーが思い描いているトンボは、まるでコオロギのようだ。だから、

楽々と捕まえることができた。

「マスター、できました！」

「ケロピーよ、お前が今捕まえたのは、本当にトンボか？」

「え？」

「飛ばないトンボなどという、自分に都合のいいものを想像しても、何の役にも立ちはせ

んぞ」

「はい、マスター」

　ケロピーは、もろに図星を突かれて、思わず背筋を伸ばして気をつけの姿勢をとった。

「わしらは、無意識のうちに、自分に都合のいいように考えてしまう。そう考えてしまう

と、成功するのが当たり前で、失敗するのは予想外のことになる。しかし実際は、その逆

じゃ。だから自分に都合のいいように考えていると、実際に成功することは稀で、大抵の

場合は失敗することになってしまう」

「はい、マスター」

「自分に都合のいいように考えていると、自分の現状を肯定的に捉え、疑問も持たずに満

足してしまうのだ。それは破滅への道じゃ。厄介なことに、この破滅への道は、優秀な者

ほど迷い込みやすい。気をつけるのじゃ、若きハンターよ。お前は、他の弟子たちよりも

優秀じゃ。彼らがいまだに手を焼いているコオロギを、お前は難なく捕らえることができ
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る。破滅への道は、お前のすぐ隣に迫っておる」

　そう言って老師は、遠くを見るような眼差しになって、ケロピーを見た。まるでそこに、

破滅への道が見えているかのように。

「マスター、ご心配には及びません。僕は絶対に、破滅への道には迷い込みません」

　それを聞いて、老師は両目を大きく見開いた。

「おごるでないっ！　それこそが、破滅への道への入り口じゃ。自分は大丈夫だと思うこ

とは、自分に都合のいいように考えることと何も変わらん」

「はい、マスター」

　ケロピーは再び、背筋を伸ばし直した。

「決して自分の現状に満足するでない。わしらは、自分の現状に満足してしまいがちじゃ。

そうした現状満足の心が、自分の限界を創り出す。だから、自分の現状に満足してはなら

ん。より大きな成功のビジョンを持つのじゃ」

「はい、マスター」

「ケロピーよ、ビジョンと共にあらんことを」

「ビジョンと共にあらんことを」

　その言葉を唱えながら、ケロピーは老師に対して、深々と頭を下げた。
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は　じ　め　に

　この講座は、部下や後輩を持ちながら、自分にも上司がいるという立場にある

中堅社員の方を対象としています。１巻でも述べたように、中堅社員と言っても、

その言葉の定義や求められる役割、必要な知識やスキルというのは企業によっ

てさまざまです。管理者と同じような権限や役割を与えられている人もいれば、

管理者のサポート役を任されている人、若手メンバーの中心として新人指導を

中心に任されている人、チームなどの小集団でのリーダーを任されている人な

どとても幅広いのです。役職という肩書きがない場合も多く、中堅の中でも先輩

後輩、部下という関係がつくられている場合もあります。にもかかわらず、自分の

仕事の成果を出すことは当然のこと、部下や後輩の指導育成を期待され、かつ

上司との関係づくりや指導を受けることも不可欠である中堅社員は、もっとも難

しい立場だと言えるのかもしれません。

　しかし、会社のこれからを築いていく中心的な存在として、大きな期待をされ

ているということに変わりはありません。だからこそ今、中堅社員にはこれまでと

違った視点で仕事を見つめ、主体的に動き、考えていくような働き方が必要にな

っているのです。

　こうしたことから、第１巻では自ら考えることをテーマに問題発見マインドにつ

いて学びました。この第２巻では、中堅社員として最低限身につけておきたい知

識や仕事のスキルを解説しています。これまでの仕事を振り返って中堅社員の

役割や意識を理解し、これからの仕事人生を考えるための『キャリアデザイン』、

後輩指導やチームづくり、上司や部下とのコミュニケーションを中心とした『対人

関係力』、効率的で質の高い仕事をするための『仕事力』、本講座の軸となる『問

題解決力』を中心に学んでいきます。

　このテキストで学習したことが、これからますます活躍の場を広げていく中堅

社員であるあなたの基礎となり、よりよい仕事をする助けとなれば幸いです。
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は　じ　め　に

　この講座は、部下や後輩を持ちながら、自分にも上司がいるという立場にある

中堅社員の方を対象としています。１巻でも述べたように、中堅社員と言っても、

その言葉の定義や求められる役割、必要な知識やスキルというのは企業によっ

てさまざまです。管理者と同じような権限や役割を与えられている人もいれば、

管理者のサポート役を任されている人、若手メンバーの中心として新人指導を

中心に任されている人、チームなどの小集団でのリーダーを任されている人な

どとても幅広いのです。役職という肩書きがない場合も多く、中堅の中でも先輩

後輩、部下という関係がつくられている場合もあります。にもかかわらず、自分の

仕事の成果を出すことは当然のこと、部下や後輩の指導育成を期待され、かつ

上司との関係づくりや指導を受けることも不可欠である中堅社員は、もっとも難

しい立場だと言えるのかもしれません。

　しかし、会社のこれからを築いていく中心的な存在として、大きな期待をされ

ているということに変わりはありません。だからこそ今、中堅社員にはこれまでと

違った視点で仕事を見つめ、主体的に動き、考えていくような働き方が必要にな

っているのです。

　こうしたことから、第１巻では自ら考えることをテーマに問題発見マインドにつ

いて学びました。この第２巻では、中堅社員として最低限身につけておきたい知

識や仕事のスキルを解説しています。これまでの仕事を振り返って中堅社員の

役割や意識を理解し、これからの仕事人生を考えるための『キャリアデザイン』、

後輩指導やチームづくり、上司や部下とのコミュニケーションを中心とした『対人

関係力』、効率的で質の高い仕事をするための『仕事力』、本講座の軸となる『問

題解決力』を中心に学んでいきます。

　このテキストで学習したことが、これからますます活躍の場を広げていく中堅

社員であるあなたの基礎となり、よりよい仕事をする助けとなれば幸いです。
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6

■中堅社員に求められる役割は幅広い

より広い視野

自分の仕事をしっかり見つめ直す
新人

若手
中堅

・目標達成のための手段や計画を考える
・日常業務を改善する
・職場の連帯感を向上させる
・後輩を育成する

主体的に

　入社５～10年、20代後半から30代の中堅社員に求められる役割とはどのようなものでしょう
か。あなたは、自分にどのような役割が求められていると思いますか？
　「組織の方針に基づき、最前線に立って業務を遂行する」――具体的には「○○を売ること」
「○○をつくること」などがまず思いつくのではないでしょうか。
　たしかに、会社から求められるあなたの直接的な行動はそういったことかもしれません。しか
し、そのアクションだけに目を向けていては、本当に求められている役割を理解することはでき
ません。なぜなら、「○○を売ること」「○○をつくること」はそれ自体が目的ではなく、手段
であるからです。
　つまり、中堅社員は、上司から指示されたことを単にこなすだけでなく、より広い視野から自
分の仕事をとらえる必要があるのです。新人や若手と呼ばれる時代であれば、指示されたことを
きちんとこなしてさえいれば、組織の目標達成に貢献できるでしょう。しかし、中堅社員はさら
にひとつ上の段階に進んで、組織の理念、目的、目標、方針、計画を実現するためにどのような
行動をとればいいのか、自分の仕事を通して何をどのような状態にしたいのか、どんなことを達
成したいのか、ということを主体的に考えて実行することが求められるのです。
　中堅社員に求められる力を具体的に言えば、主体的に「目標達成に向けて具体的に手段や計画
を考える」力や「日常の業務を振り返って効率化など改善する」力ということになるでしょう。
すなわち、仕事を自ら構築していけること、そして自分の仕事を改善していけること、です。
　さらに組織の一員として求められることもあります。「職場のメンバーとの人間関係を円滑に
して、職場の連帯感を向上させる」役割や「後輩を計画的に指導・育成する」役割です。これは
周囲の人々への働きかけ、コミュニケーションについて求められ、期待されることです。つま
り、中堅社員は若手社員に比べて、より深く幅広い役割が求められると言えます。そうした期待
に応えるためには、まず自分の仕事をしっかりと見つめ直す必要があるのです。

Point. 1 広い視野から自分の仕事をとらえ、主体的に考え実行することが求められる‥‥

Point. 2 仕事を自ら構築・改善し、周囲を活性化し、後輩を育成することが期待される‥‥

中堅社員に求められる役割1
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第1章　中堅社員の役割とキャリアデザイン

■会社が求めているのは自らキャリアをつくっていけるような主体的な人材

自分のキャリアは
自分でつくる やりたいこと　成し遂げたいこと

部下や後輩のキャリア開発支援もおこなう

＋

　企業活動の目的は、つきつめれば利益追求と社会貢献の両立です。その両方がバランスよく達
成されなければ、社会的な存在としての企業の意義が失われてしまいます。会社が社員に期待し
ていることも、最終的にはこうした企業活動の目的に貢献することだと言えます。
　いわばあたりまえのことなのですが、目の前の業務を日々こなしていくなかでは、つい忘れが
ちになってしまうのです。
　そこで必要なのは、自分のキャリアを企業の目的のなかにどう位置づけ、どう活かしていくか
を明確にすることです。それは、核となる『自分自身のキャリアに対する価値観』を構築するこ
とでもあります。「やらねばならないこと」「やるべきこと」だけでなく、「やりたいこと」
「成し遂げたいこと」という視点で、日々の仕事に取り組む姿勢がベースになるでしょう。
　今企業が求めているのは、こうした自律的な社員です。中堅社員とひと言に言っても、期待す
ることや求める役割は企業によってさまざまでしょう。また、個人に期待することも、その人の
性格、能力によっても異なります。しかし、共通して言えることは、かつてのように与えられた
仕事をこなしながらキャリアを積んでいくという人材ではなく、自分のキャリアは自分でつくる
という意識を強く持って、戦略的に仕事に取り組んでいくという人材です。
　企業そのものが、かつての上意下達のピラミッド型組織から水平型組織に変わっていくなかで
は、会社が中堅社員に対して求めるリーダーとしての期待も、ますます大きくなっています。そ
のため、こうした期待を理解しながら自らのキャリアデザインだけでなく、さらに部下や後輩
のキャリア開発の支援もおこなっていくということも重要です。自らのキャリアデザインをおこ
ないながら、部下や後輩のキャリア開発の支援もというのは、なかなか高度な要求ですが、自分
もともに学びながら指導していく、という姿勢を持つことが大切です。中堅になったからと言っ
て、成長が止まるわけではありません。むしろその立場を活かして、常に新しい可能性を追求し
続け、誰よりも成長していこうという向上心を持つことが求められているのです。

Point. 1 自分のキャリアは自分でつくるという自律性が期待されている‥‥

Point. 2 部下とともに学びながら成長していく姿勢が必要‥‥

会社から期待されること2



中堅社員研修講座



　本ワークブックは、テキスト第１巻で学んだことを、自分の日々の仕事に当てはめて考え、実際に仕

事で使える知識とするため、さらに、テキスト第２巻の理解をより深めるために活用していただくため

のものです。

　ワークブックは、「第１章：仕事の問題を明らかにする」と「第２章：自分のキャリアデザインをつくる」

という２つの章から構成されています。第１章についてはテキスト第１巻学習後にまとまった時間をと

って取り組み、第２章についてはテキストの事前学習や事後学習など自分のスケジュールに合わせて、

取り組むのが効果的です。

　「第１章：仕事の問題を明らかにする」では、日々の仕事に敏感に観察し、新たな価値の創造や問題

を発見していくためのフレームを用意しています。そのようにして発見した問題を解決するために、具

体的にどのような行動に取り組んでいくかというところまで落とし込み、実践につなげていきます。

　「第２章：自分のキャリアデザインをつくる」では、これまでの仕事や得てきた経験を振り返り、今後

どのような目標をもって、どのように仕事に取り組んでいくのかを考えていきます。求められる役割以

上の結果を出すために、そして仕事に新たな付加価値をつくり、質をあげていくためのアイデアを創

造していってください。

　いずれのワークについても「これが正しい」というものではありません。自分の職場環境、人間関係

によってもさまざまですし、そこにはそれぞれ違った答えが存在します。すべてのワークに取り組み、

自分の頭で考え、書き出し終えたとき、きっとあなたの仕事のしかたに変化が生まれ、何らかの効果を

感じられることでしょう。

1.このワークブックは、テキスト第１巻の流れとは別に、ワークブック単体で取り組む構成になってい

ます。ワークブックの流れに沿って、学習を進めてください。

2.それぞれのページに記載されている「やってみよう」を参考にして、実際のワークに取り組んでくだ

さい。

3.各ワークについては、どれも正解があるわけではありません。あなたがどのように考えたかという

ことが重要ですので、自分でしっかりと考えたうえで取り組むようにしてください。

は　じ　め　に

ワークブックの使い方
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第1章 仕事の問題を明らかにする
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問題解決マインドを養う①
問題解決マインドを養う②
職場の問題を発見する
チーム活動の問題を発見する
自分の仕事の問題を発見する
自分の仕事の可能性を考える
時間の使い方を考える
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自分の仕事を客観的にとらえる
自分に求められる役割を考える
自分の強みや弱みを把握する①
自分の強みや弱みを把握する②
自分の強みや弱みを把握する③
自分の感情をコントロールする
理想のリーダー像をイメージする
自分の人生観を考える
キャリアプランを立てる
目標達成のための計画を立てる①
目標達成のための計画を立てる②
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第2章 自分のキャリアデザインをつくる
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問題解決マインドを養う②

Work01の続きです。あなたが各Episodeで印象に残ったシーンやセリフから感じた教訓、そしてなぜそれが印象に残っ
たのかという理由を、自分なりに整理してみてください。

②Episode7～12の中で得られた教訓、その理由について書き出してみましょう。

教訓

Episode 7

Episode 8

Episode 9

Episode 10

Episode 11

Episode 12

教訓［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

理由：

教訓［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

理由：

教訓［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

理由：

教訓［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

理由：

教訓［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

理由：

教訓［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

理由：

得られた教訓・その理由
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っや て み よ う

問題解決マインドを養う①

テキスト１巻の主人公ケロピーは、さまざまな修行を通して自分に足りないものに気づき、そして学び取り、一人前に成
長していきました。テキストの各Episodeごとに、私たちがビジネスの中で生かすべきいろいろな教訓が含まれていま
す。Summaryで解説しているのは、ほんの一部分です。必要だと感じる教訓や、心にひっかかった理由は、人それぞれ
です。あなた自身が各Episodeで印象に残ったシーンやセリフから感じた教訓、そしてなぜそれが印象に残ったのかとい
う理由を、自分なりに整理してみてください。

①Episode1～6の中で得られた教訓、その理由について書き出してみましょう。

教訓

Episode 1

Episode 2

Episode 3

Episode 4

Episode 5

Episode 6

教訓［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

理由：

教訓［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

理由：

教訓［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

理由：

教訓［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

理由：

教訓［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

理由：

教訓［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

理由：

得られた教訓・その理由

4
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自分の仕事を客観的にとらえる

仕事のスキルや能力というのは、求められる場所と、求められる役割が合致してはじめて、最大限に活かされるもので
す。そのためここでは、組織の理念や目標といった組織が求めること、そしてその一員であるあなたの職位で求められる
スキルや能力について、あらためてしっかりと理解し、認識しておきましょう。これらの求められる要件は、部下や後輩
を効果的に指導育成する際にも基本となるものです。

組織が求めること

企業理念
（社訓、社是など）

経営方針

求める社員像

目標

あなたの業務に必要な要件

知識面

技術面

意識、態度面

①あなたの会社の経営理念、経営方針、目標、求める社員像について改めて書き出してみましょう。さらに、業務に必要な知
識、技術、意識や態度についてもまとめてみましょう。

18


